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(金沢大 ･医 ･法医),竹中 修 (京大 ･
霊長研 ･分子生理)
京都大串霊長類研究所から提供された9種類
計18頭の霊長類動物 (チンパンジー2頭,シロ
テテナガザル2頭,マントヒヒ2頭,ニホンザ
ル2頭,カニクイザル2頭,アカゲザル2頭,
ミドリザル3頭,フサオマキザル2頭,ワタボ
ウシタマリン1頭)の血液から抽出されたDNA
を試料とし,ヒトの性染色体特異的なプライマ
ー (Xl+x2:X染色体特異的なプライマー ･.
Yll+Y22:Y染色体特異的なプライマー)を
用いて,PCRを行い,性別判定を試みた.さら
に,ヒトのABO式血液型遺伝子特異的なプライ
マーlf十lrおよび3f+3r･を用いて,PCR･RFLP
法でABO式血液型の遺伝子型判定を試みた.そ
の結果,性別判定用のプライマーを用いて増幅
したところ,チンパンジー,シロテテナガザル,
マントヒヒおよびニホンザルでは,ヒトと同じ
長さ(X染色体特異的な断片:130bp.Y染色体特
異的な断片:170bp)のDNA断片が増幅された
が,いずれの動物でも雌雄に関係なく,Ⅹおよ
びY染色体由来の2本のバンドが検出されたた
め,性別判定は不可能であった.また,上記4
種以外の霊長類動物ではヒトと同じ長さのDNA
断片は増幅されなかった.また,ABO式血液型
の遺伝子型判定においては,試料とした2頭の
チンパンジ⊥では,ヒトのAA型のバンドバター
ンに類似し,2頭のシロテテナガザルでは,ヒ
トのBO型に類似していた.他の韮長城につい
ては,ヒトと同じ長さのDNA断片が増幅された
が,制限酵素の切断パターンはヒトのそれと異
なっていたため,その迫伝子型判定は不可能で
あった.
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